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インドネシア共和国 マハカム沖鉱区に係る鉱区返還と 2018 年以降の鉱区参画に向けた状況 
及びインペックスアタカ鉱区の鉱区返還について 

 
国際石油開発帝石株式会社（以下、当社）は、インドネシア共和国東カリマンタン沖合に位置

するマハカム沖鉱区及びインペックスアタカ鉱区において、原油・天然ガスの開発・生産事業を

行っており、両鉱区は 2017 年末に現行生産分与契約の期限を迎えます。両鉱区における当社の

今後の対応について、以下の通りお知らせいたします。 
 

1. マハカム沖鉱区は、2017 年末の現行生産分与契約期限をもってインドネシア政府へ返還され、

2018 年 1 月 1 日よりインドネシア国営石油会社である Pertamina 社が新生産分与契約に基

づき同鉱区の全権益を保有した上で、現オペレーターである Total 社より操業を引き継ぐこと

になります。引き続き当社は、Total 社と共に同鉱区への参画を目指し、インドネシア政府当

局及び Pertamina 社と協議を継続してまいります。 
 

2. インペックスアタカ鉱区につきましては、当社は、2017 年末の現行生産分与契約期限をもっ

て同鉱区をインドネシア政府に返還することになります。今後、インドネシア政府当局及びア

タカユニット（※）のオペレーターである Chevron 社の協力の下、インペックスアタカ鉱区

の返還に係る手続きを進めてまいります。 
（※）インペックスアタカ鉱区とその北側に隣接するイーストカリマンタン鉱区の一部を統合し

て設定したエリア。 

 
なお、本件による当期連結業績への影響は軽微です。 

 
以上 

 
 
 
 
 



 

 
 
【マハカム沖鉱区・アタカユニットの概要】 
プロジェクト名 マハカム沖鉱区 アタカユニット 
権益取得年 1966年 1966年 
生産開始年 1974年 1972年 
現行権益保有者 Total社： 50％（オペレーター） 

当社： 50％ 
Chevron社：50％（オペレーター） 
当社：   50％ 

累計生産量 
(2017年末まで) 

原油・コンデンセート：約15億バレル 
天然ガス：約19兆立方フィート 

原油・コンデンセート：約7億バレル 
天然ガス：約2兆立方フィート 

 
【マハカム沖鉱区・アタカユニットの位置図】 
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